





















Relationship  between the Competency of Senior (4th Year) Registered 
Dietitian Students and their Attitude toward National Exams
We evaluated the competency and attitude toward national examination of 4th year 
registered dietitian students and examined the relationship between them.
Results show that students at the university have a lower self-image (sense of values, 
motivation, attitude) than the whole country. Therefore, it is necessary to position introductory 
education as a curricular subject at the university to achieve the goals of the curriculum model, 
and to thoroughly consider the content of our education.
The relationship between the degree of achievement and the desire to take the national 
examination showed that students who were self-confident about taking the exams had high 
scores of common and professional competencies in addition to basic competency. This suggests 
that one challenge of our national examination measure is that students who are reluctant to take 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































順位 点数※ 順位 点数※
基本コンピテンシー
職業意識
（A）-1 管理栄養士という職業に就くことを誇りに思う 3 3.689 ± 1.025 3 3.831 ± 0.933
（A）-2 自分は管理栄養士という職業に向いていると思う 4 2.902 ± 0.889 4 2.945 ± 0.863



















































7 3.721 ± 0.636 12 3.448 ± 0.802








































































21 3.459 ± 0.621 17 3.304 ± 0.751























16 3.525 ± 0.595 15 3.342 ± 0.813






































































3.096±0.795 1.000±0.000 0.000 p＜0.001
































































































































































































































位置付けている大学も見られる11) 12) 13) 14)。藤岡らは、導入教育として1年次の学生に年間12回
の早期体験学習を行った。これは、学生が職業観を育み、学習へのモチベーションを高め、将
来像を描くことができるようになっただけではなく、管理栄養士の使命や役割および活動分野
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の理解を通して管理栄養士を目指す気持ちを育むための実践となったと報告している15)。今後
本学においても、モデルコアカリキュラムに示された到達目標を達成するための導入教育を科
目としてカリキュラムに位置づけるとともに、その教育内容についても十分に検討していくこ
とが必要である。
　次に、共通および職域別コンピテンシーを合わせた36項目は、本学と全国調査の各点数及び
順位は大部分が類似していた。全国調査の結果より長幡らは、「倫理的配慮やコミュニケー
ション、衛生管理、食事摂取基準、食品成分表等の基礎的内容に関する項目は順位が高く到達
度が高いが、調査研究や疫学、公衆栄養に関する項目では順位が低く到達度が低いとしたうえ
で、順位の高かった項目は管理栄養士として基礎的な能力に関する項目で、従来の管理栄養
士・栄養士業務の中心であった給食管理における必須項目ともいえ、新カリキュラムが重点を
おいていた教育内容が達成できていないのではないかとの見方もできる」また、「疫学や地域
の課題に関する項目の順位が低かった結果は、管理栄養士として専門的な能力に含まれる公衆
衛生的視点の教育が不足している可能性も考えられる」「今後、到達度が低い部分を重点的に
教育していく必要がある」と報告している6)。これらのことから、本学においても到達度の低
い部分を重点的に教育していく必要があると考えられる。特に、本学の調査において共通コン
ピテンシーのうち最下位（36位）であった、「人体のエネルギーバランスや各栄養素の働きや代
謝を理解し、説明を行う」は、全国の順位（25位）を大きく下回っていることから、卒業まで
の間に重点的に教育する必要性があると考える。
　コンピテンシー到達度と管理栄養士国家試験の受験希望との関連性を検討した。受験を希望
する者（積極的受験群）が85.2％に対し、それ以外の者（消極的受験群）が14.8％であった。基
本コンピテンシー（4項目）は全てにおいて、積極的受験群の方が消極的受験群に比べて有意
に点数が高かった。共通および職域別コンピテンシーは36項目中15項目で、積極的受験群の方
が消極的受験群と比較して有意に点数が高かった。受験に積極的な学生の方が、基本コンピテ
ンシーに加え、共通および職域別コンピテンシーの点数が高く到達度が高いことが示された。
　本学において、管理栄養士国家試験受験資格を得ようとする者は、卒業必須単位に加え、病
理学から臨地実習までの選択科目19科目の単位を修得することが必須である16)。しかし、この
中に管理栄養士国家試験対策として設けられている特別演習Ⅰ〜Ⅲまでの6単位は含まれてお
らず、これらの単位を取得せずに国家試験を受験する学生もいる。他大学では、国家試験のた
めの対策としての科目が設けられているが、国家試験を受験しようとする場合はこれらの単位
を取得することを要件としている大学も見られる。例えば、仙台市内のS女子大学は、国家試
験対策として「管理栄養演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」という科目を設けており、国家試験を受験する者は
必修科目となっている12)。また、第31回管理栄養士国家試験に224名受験し全員が合格した埼
玉県内のJ大学（女子大学）では、実践栄養学特論Ⅰ･Ⅱ・Ⅲを国家試験対策として位置づけ、
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国家試験の過去問に60%〜80％以上解答できるようになることを到達目標に掲げ単位の認定を
行っている17)。このように、一定の基準を設けてそれに到達することを目標とし、国家試験対
策や指導を行っている。これらより、本学の国家試験対策の課題は、受験に消極的な学生が、
国家試験対策として設けられた科目の単位を取得せずに、国家試験を受験することである可能
性が示唆された。そこで、現行の特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを管理栄養士国家試験受験資格取得要件
に加えるとともに、担当する教員においても、学生の共通および職域別コンピテンシーの到達
度や国家試験出題傾向の分析などを行い、一人でも多くの学生が管理栄養士国家試験に合格で
きるよう支援することも必要であると考える。また4年次は、就職活動や国家試験の受験等、
将来に対する心情的な不安を感じていることが推察される。学生がこうした不安を抱えたまま
国家試験に臨むことのないよう、教員は、学生個人の特性を十分に理解した上で、学生にとっ
て最善の進路選択ができるよう支援する必要もあると考える。
Ⅴ．結論
　本学の学生は、全国に比べ自己イメージ（価値観、意欲、態度）が低いことが示唆された。
これを踏まえ、本学では、モデルコアカリキュラムに示された到達目標を達成するための導入
教育を、科目としてカリキュラムに位置づけるとともに、その教育内容についても十分に検討
していくことが必要である。
　到達度と国家試験受験希望との関連は、受験に積極的な学生の方が、基本コンピテンシーに
加え、共通および職域別コンピテンシーの点数が高く到達度が高いことが示された。本学の国
家試験対策の課題は、受験に消極的な学生が、国家試験対策として設けられた科目の単位を取
得せずに、国家試験を受験することである可能性が示唆された。
Ⅵ．本研究の限界
　本研究の限界として、まず、本研究では、卒前教育レベルのコンピテンシー測定項目を用い、
4年次進級時点での到達度を測定し、全国調査の結果と比較検討を行ったが、全国調査は12月
から2月に実施されており、調査時期の遅速が結果に影響することも考慮する必要がある。2
つ目の限界として、本研究は、学生の自己評価を主として調査したが、コンピテンシーには他
者評価も必要である4)。全国調査では、学生の自己評価に加え教員による他者評価も補完的に
実施した。その結果、学生と教員による評価の各順位は大部分が類似していたが、一部異なる
項目が存在していた6)。3つ目の限界として本研究は4年次進級時点での横断的研究であるた
め、本研究の結果について因果関係は言及できない。たとえば、国家試験の受験を希望してい
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る学生において、基本コンピテンシーが高かった結果については、国家試験受験を希望してい
るから、基本コンピテンシーが高くなったと考える場合もあれば、基本コンピテンシーが高い
から国家試験受験を希望しているとも解釈することもできる。
　以上のような限界はあるが、本研究は本学管理栄養士養成課程に在籍する学生の、管理栄養
士国家試験の合格率向上に向け、導入教育のカリキュラムへの位置づけ、国家試験の受験に消
極的な学生への指導や支援の必要性などを報告したものでる。
　今後は、全国調査が行われた時期に調査を行うこと、学生自身の評価に加え教員による他者
評価も加味して到達度を検討すること、管理栄養士国家試験に合格した学生のコンピテンシー
到達度を測定するための横断的調査を行う必要がある。
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